
2012.7
広報おおさき 14

い

ホットライン まちからのお知らせ、生活に関する制度について

土用は、立春・立夏・立秋
　立冬の前の 18 日間のこと。

保健福祉課　☎ 476-1111（健康増進 131 社会福祉係 144）保健 保健福祉課からのお知らせ
問

◆第 62 回『社会を明るくする運動』について【社会福祉係】
　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞのれの立場において力を合わせ犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動です。
　大崎町保護司会・大崎町更正保護女性連盟は、７月を強化月間とし、大崎町を含む志布志支部の広域圏で街
頭広報活動などを行い啓発活動に取り組みます。
　皆様方のご理解とご協力をお願いします。

◆肝炎ウイルス無料検査の実施について【健康増進係】

　我が国では、B型肝炎ウイルス又はＣ型肝炎ウイルス（以下『肝炎ウイルス』という。）感染に起因する肝炎患
者が、肝炎にり患した者の多くを占めており、Ｂ型肝炎及びＣ型肝炎に係る対策が喫緊の課題となっています。
　これは、肝疾患や肝炎ウイルスの感染経路等についての県民の理解が十分でないことや肝炎ウイルス検査を受
検する必要性に関する認識が十分でないことが考えられます。
　そこで、全国で展開される『肝臓週間』（７月23日（月）～７月29日（日））に合わせて、県では、肝炎や肝
炎ウイルス検査について広く周知するとともに各保健所において平日夜間に無料検査を実施します。

■平日夜間肝炎ウイルス検査の実施計画

　実施日時及び実施保健所（※事前予約制）

　７月23日（月）　17:00～19:00　鹿屋保健所　（鹿屋市打馬2-16-6　　　　　　　☎0994-52-2103）
　７月26日（木）　17:00～19:00　志布志保健所（志布志市志布志町志布志2-1-11　☎099-472-1021）

◆認知症の人を介護する家族の気持ちを理解しよう【健康増進係】

　認知症の人を介護する家族には大きな負担がかかります。周囲が家族を応援することに

よって、その負担が少しでも軽くなれば、認知症の人にもよい影響を与えます。実際に介

護する家族は、以下4つのステップを、行きつ戻りつしながら一生懸命、認知症の方をサ

ポートしています。多くの家族が経験する4つのステップをもとに、家族の『いま』の気持

ちを理解し、どのような応援ができるか考えてみましょう。

　ウナギを食べよう！
今年の土用の丑の日は、
　　７月 27 日（金）！

以前の本人からは考えられないような言葉や行動にとまどい、「こんなはず

はない」と否定しようとします。

さまざまな症状を示す本人にどう向き合ったらよいのかわからず混乱した

り、本人を責めたり、「顔も見たくない」と拒絶したりします。疲れ、不

安、苦しみが増大し、絶望感におそわれやすいもっともつらい時期です。

（虐待が起こったりします）

医療・介護などのサービスを上手に利用すれば、家族でなんとか乗り切って

いけるのではないかというゆとりが生まれ、負担感は軽くなります。

認知症に対する理解が深まり、本人のあるがままを自然に受け入れられるよ

うになります。
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